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３ 要  旨 

（１）牧草導入技術 

 遊休桑園（約1ha）への牧草導入のための作業工程を改善するため、林地化（遊休化約10年）し伸長した

桑樹の刈払・運搬・集積作業を夏季に行うと多労のため落葉期（３月）に刈払等を行い軽労化した。当年秋

の播種までに発生する雑草駆除対策として管理放牧を111日間行い、加えて５つの表土処理方法を組合

せ、マクロシードペレット播種の前処理とした。その結果、刈払から播種までの作業期間は表土処理法で異

なり、ジクワット・パラコート剤（Ｊ剤）散布＋刈払区＞グリホサート液剤（Ｇ剤）散布＋レーキ処理区＞Ｇ剤散

布＋ロータリー区≒刈払＋ロータリー区＞管理放牧区の順であったが、いずれも20.0～26.2人・時間／10a

の範囲であった。マクロシードペレットによる９月播種時及び翌年早春の牧草定着状況は全ての導入方法

で大差はなかったが、Ｊ剤散布＋刈払区、管理放牧区、刈払＋ロータリー区で雑草が増加する傾向にあっ

た。またペレニアルライグラスがオーチャードグラスより定着状況で勝ったが、より安定した牧草生産量を確

保するためには導入草種の追加が望ましい。 

（２）利用初年度の草地管理技術 

 重放牧（約700カウデイ）と軽放牧（約380カウデイ）を行い雑草の繁茂状況を比較した結果、重放牧が軽放

牧よりギシギシ、ヨモギ等の永年生雑草の繁茂を抑制した。 

 以上、桑落葉期刈払による牧草導入にあたっては、管理放牧に加えＧ剤散布とレーキ処理又はロータリー

処理を併せたマクロシードペレット播種が有効と考えられる。


